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三直中郷遺跡は、君津市を流れる小糸川沿いに

あります。沖田地区はこの遺跡のなかでも一番山す

そで、現在の水田を約1メートル掘り下げたところか

ら平安時代の水田跡が見つかり、たくさんの木製農

具や建築部材が発見されましたO

発見された木製農具の中心は田下駄で、足板だ

けでも約70点ありましたcこの中に雪国で使われて� 

pる「かんじき」に似た形のものがありました。かんじ

きとは、深い雪の上でも足がもぐらないように歩くた

めの道具ですが、ここがその昔雪国だ、ったわけで、は

ありませんQ ここは、特に水の集まりゃすい場所で、

同の中に年中水が入っている状態でした。こうした

湿田で足を取られないで歩きやすくするために「か

6世紀に伝来した仏教は、� 9世

紀になると東国の村落にも浸透

してきましたcこのことは、仏教に

関する'T句が書かれた墨書土

器や、香炉などの「仏具」が集落

跡から出土することから

推測されます。こうした仏

教にかかわる遺物の中

干葉市谷津遺跡出土瓦指(高さ約lm20cm)及び亙堂(高さ約43cm)

(県立房総風土記のE保管、 繍影 掘越知道)

んじき」状の田下駄が必要になったので、しようc丸い

木枠が付いた状態で出土したものは2点だけです

が、足板だけ見ても、そのデザインは実に様々です Q

こうした遠いは、その使い方によるもので、代かき*や
おおあ し

代踏み*に使われた「大足」や、湿田の作業に使わ

れた「かんじき」形、「ナンJ¥'J形などがあります。

これだけ多くの田下駄が一つの遺跡から見つか

るのは全国的にも珍しく、かんじき形田下駄が枠付

の状態で出土したことも大変貴重な発見です。

(渡辺昭宏)

*代かさ: mMえの liijに、 百'iをMえやすいように水を11，り トを柔ら かくしな

がら 子らにならす作業】

叶iJt，み !肥料としてt;f.をm作土に踏み込む行来。

「かんじきJ形田下駄

日下駐の使用復原� 
(秋山浩三氏� [大
足の再検討」、f考
古学研究J40-3、� 

1993.12より転

に、「瓦塔」と呼ばれる粘土で焼き上げた塔のミニチ

ュアがあります。

印西市馬込遺跡では、� 9世紀初めころの集落跡

から、瓦塔が発見されました。この瓦塔は、破片数が

多いことから以前千葉市谷津遺跡で発見されたも

のと同じように、瓦堂とついになっている可能性があ

りますO

瓦塔をつくった目的やその使い方については、不

明な部分が多いのですが、塔そのものの代用という

だけでなく、仏さまを安置する厨子としての機能が考

えられます。このほか、同様な性格の遺物として寺

院の金堂を模した「瓦堂jがあり、瓦塔とセットで、出

土することもありますO

また、瓦塔類が出土した集落跡で、瓦葺きの建物

跡や瓦塔類をおさめていたとみられる建物跡が検

出される場合があります口これらはムラの中のお寺や

EEE 
三直中郷遺跡出土田下駄の足板� 

思振をほかの部品に結びつけるための穴が両端にある Q

鱒緒の穴3か所。

定板を他の部分に組み付けるためのほぞが両端にある。

卿績の穴なし。

足板を他の部晶に結び付けるためのくびれが両織にある舟形。

鳳緒の穴3か所

摘の還のようなものを転用。� .緒の穴3か所。

「ナンHJ形田下電主。

ひもを通す穴4か所。

お堂だったので、しよう。

瓦塔は、これまでに千葉県内では30個体以上の

出土例が知られていますが、全体の形を復元できる

ものはごくわずかですの馬込遺跡、のものは、� l階部

分から屋根の上につく相輪部分まで、ほとんどの部

品がそろっていました。表面には彩色したあとも認め

られます。復元すれば子供の身長くらいはある大き

なもので、当時はさぞ目立ったことで、しようO

(沖松信隆)

印西市馬込遺跡E塔出土状況

千葉市の中心街か5南東に向かつて2kmほどのとこ

ろに、住宅・都市整備公団が建設を進めている 『青葉

の森の街j(千葉寺土地区画整理事業)があります。
みやこがわ

事業地は、都川に沿って東西にのびる台地の西端で、
じぞうやま

眼下には東京湾を臨みます。ここには、地蔵山遺跡、
忽かのだい

中野台遺跡、 鷲谷津
わしゃっ

遺跡、観音塚
かんのんづか

遺跡の� 4遺跡があり、

昭和60年か5本格的な発掘調査を行ってきました口
たてあt.;.

調査の結果、� 400軒にのぼる竪穴住居跡をはじめ、掘立柱建
まったてばしら

物跡、墓など数多くの遺構

が見つかりました。また、観音塚遺跡か51ま、語j両同18ゃ文字の刻まれた語室、益編裂の

鈴、「子駅口(家?)Jと書かれた墨書土器芯ど特殊芯遺物も出土し、奈良時代か5平安時

代初め� (8世紀.....，� 9世紀)を中心とする大規模な集落の様子が明らかになりました。

周辺には、奈良時代に創建された「千葉寺Jや青葉の森公圏内に保存されている荒久
あらく

古

墳、東海道河曲駅
かわわえを

推定地等、古代の重要な遺跡が数多く見� 5れ、との地が下総国南
しもうさのくに

部で拠

点的な役割をはたしていたと考え5れます。(島立 桂)

千葉寺 費忽戸墳ょこ…ロさし，
天文19年(1550)の銘がある 切石積みの横穴式石室をもっ

ちゅ3どコろ� J /)、くけい� Zリ ちく をd"yη、し つつ

「鋳銅六角形梅竹文透釣 l辺24メートルの古墳時代終

遺跡今昔物語⑤
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灯龍」出土(重要文化財)� 
末期� (7世紀)の古墳

和問閥均1と文字の刻まれた管玉

れ ~l怠\ 
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中野台遺跡 鷲谷津遺跡・観音場遺跡 地蔵山遺跡
昭和30年代に喝非時代中期(約� 東西!と連なる古代の大集落。� 縄文時代早期末(約7.000年前)

2，000年前)の壷が発見されたこ 350軒あまりの竪穴住居跡と掘立 の土器、古代の竪穴住居跡、方形

とで著名な遺跡。 柱建物跡 の溝に区画された墓。� 

弥主関代の竪穴住居跡や芳影

国藩量、中世の墓地。






